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【工事概要平面図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに  

  本工事の施工箇所は静岡空港の南側で、島田市、吉田町、牧之原市境界付近の位置にあ

る吉田町上下水道課施設の第二配水池です。 

  工事の目的としては、『安全な水の安定供給』を一層強化するための施策として、吉田

町の第二配水池場内の老朽化した上水道管の耐震管路への敷設替え及び耐震性が低い電

気室の建て替えによる改修と、これらに伴う場内の老朽化した附帯設備や電気設備の改修

を行う事を目的とする工事です。 

今回は縦横約 30ｍの狭い敷地内での工事であり、尚且つ水道工事、土木工事、建築工

事、電気工事と多工種にわたり施工を行わなければなりませんでした。輻輳する作業の施

工箇所や順序及びお互いの作業が支障なく、かつ安全に施工できた対応策等について述べ

たいと思います。 

 

◆施工順序の調整◆ 

 既設の出入り口は１箇所しかなく、しかも水道工事や土木工事を始めると建築工事に

影響が出てしまうので、着手前に水道工事業者、建築工事業者、電気工事業者と施工順

序や施工期間等で各業者の意見を取りまとめ、全体工程表を作成することとしました。 

施工開始順序として、建築工事→水道工事→電気工事→土木工事としました。しかし、

実際に工程を引いてみると工期内には収まらなくなってしまいました。 

どこかで重複して作業を行わない限り、工期内の完成ができないことが判明しました。 

約
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ｍ
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 ＜対応策検討＞ 

１．建築工事の養生期間内（約２週間）で建築工事に影響が出ない箇所まで水道工事を

進める。 

２．流量計の納期が決まっており、その前に流量計室を完了させるため、水道工事前に

流量計室を施工する。（水道工事との並行作業不可） 

３．建築工事が完了次第、残りの水道工事と電気工事を平行して行う。 

４．土木工事は水道工事に影響がない箇所から施工を開始する。 

 以上の対応策を検討しましたが、新たに問題点が発生しました。 

 

問題点① 

・既設出入り口が１箇所しかなく、その出入り口付近には水道工事と土木工事が集中し

ており、水道工事が終わらなければ土木工事ができない。土木工事が終わらなければ水

道工事ができないような状況となってしまい工程に支障がでることが懸念されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出入口 

出入口 

水道工事施工中は出入り口がふさがれてしまい

他の施工は不可 



問題点の対応 

  ・既設出入口部は門扉の施工に影響がある箇所だった為、出入口を移動すると共に既設

フェンスを撤去して新たに仮設出入り口として、建築工事の出入口と土木工事の出入口

の計２ケ所を追加することとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結 果 

  ・出入口を２ケ所設けたことにより、水道工事を行いながら建築工事、土木工事の平行

作業が可能となりました。また、出入口を分けたことによりお互いの作業員や車両等の

接触がなく安全に施工できました。 
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問題点② 

  ・場内は狭く、場内舗装を施工すると仮設トイレの設置場所がなくなってしまい、用便

の際は現場事務所まで車で移動しなければならなかった。また、配水管φ７５施工時は

リサイクルセンターの断水作業となるため、水洗トイレが使えなくなり不便になること

が発覚しました。 

 

問題点の対応 

  ・移動できるトイレを常備して施工箇所に影響がない箇所へ移動しながら施工を行いま

した。また、リサイクルセンター断水時は、そのトイレを貸し出して使用していただき

ました。 

 

結 果 

  ・作業箇所付近にトイレがあるため、移動時間がなくストレスを感じずスムーズに施工

ができました。また、リサイクルセンターからの苦情もなく断水作業が無事終了しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に・・・ 

   自分は土木の技術者であるため、建築工事、電気工事についてはわからない事が多く、

施工業者や経験者から意見を聞きながら現場を進めていきました。 

   施工箇所が狭く、最後は密集しての工事となりましたが日々の打合せを密に行い、お

互いが譲り合いながら施工をしていただいた結果、工期内に無事故で工事が完成いたし

ました。 

   下請会社の方には無理を承知でいろいろと要望させていただきましたが、協力してい

ただき感謝しています。 

   これを機に建築、電気についてももう少し知識を蓄え、今後に生かして生きたいと思

います。 

 

 

移動トイレ設置 NETIS 登録商品 



 

 


